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救いに至る知恵
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救いに至る知恵

ビョンスンウ著



大信仰



※推薦書



人々は、その教えに驚いた。それはイエスが、律法学者たちのようにではなく、権威ある者のように



教えられたからである… 人々はみな驚いて、互いに論じ合って言った。「これはどうだ。権威のある、



新しい教えではないか。汚れた霊をさえ戒められる。すると従うのだ。

」　（マルコ一・二二，二七）



前の御言葉は、歴史の舞台に登場されたイエス様がカペナウムの会堂で初めて御言葉を教えられた



時に人々が見せた反応です。ところが、ビョン・スンウ先生の説教を聞いていると、この御言葉が

思い浮かびます。確かにビョン先生の説教は、平凡ではありません。



二〇〇七年、秋でした。忠清南道の天安から江原道の襄陽まで、短くない旅をしました。旅行中私



は、二つの理由で心を躍らせました。一つ目は、何年か前の夏の休暇の時に、家族と一緒に過ごし



た東海（韓国の東に面している海）をもう一度見れたことです。その時、私たちの家族は、正東津



から統一展望台まで、関東八景をはじめとした、優れた観光地を巡り、おいしい料理を食べ、白い



泡を作りながら絶え間なく押し寄せて来る東海の波に心を奪われていました。もう一つの理由は、
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ビョン・スンウ先生に会うということでした。ビョン先生は、教団での牧会者再教育の一環として



始める、牧会者秋季聖会の初日の夜の講師でした。二二年前、同じ神学生の身分として、寮で共に



過ごし、共に生活をしながら、卒業と同時に各々の道に歩み離れましたけど、教団で招待した講師



として戻って来られたのです。その日、ビョン先生は、この本の内容を説教しましたが、私が受け



Th ）

Mと博士課程（



Th ）

D 両方とも、聖書神学を専攻した私は、他人の説



た感じは、

「あ、あそこに神様のしもべがひとり立っておられる！」でした。二二年を説教者として

生きてきて、修士課程（



教を聞くときに思わず、「あ～あの説教上手だ。」「あれ？ この本文にこんな意味があったのか。」



「あ～今日はすごく恵みのある説教だった。

」というふうに感じました。しかし、こんな感じは初め



てでした。ビョン先生は、まるで天国とこの世の境の壁を激しく打ち破り、天国で見て聞いたこと



をそのまま伝えるように、救いの道に対して単純明快に、そして血を吐くような勢いで強烈に伝え



ていました。使徒パウロはピリピ書で、「イエス・キリストの心臓」という言葉を言及しましたが



（一・八）、私が見るからにはビョン先生が、イエス様の心臓を持っているようでした。その日の説

教がこの本に載っている内容です。



私はその日の説教の重要性を悟り、私の聖書の表紙のすぐ裏に記録しておきました。救いに関し
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た、説教をする時に、これをマニュアルとするためです。その内容はこうです。救いを受ける信仰

とは、



一つ目は、信仰だけではなく、悔い改めと信仰で救われる。



二つ目は、イエス様を救い主だけでなく、君（君主，王）と救い主として信じることによって救わ

れる。



三つ目は、罪の赦しだけでなく、罪からの自由になることだ。



四つ目は、初めの救いは永遠の救いではなく、救われた人も捨てられることがある。



教会史を少しでも知っておられるか、聖書神学を学んだ方、いや、そのどちらもされなかった方だ



ったり、牧会を少しでもされた方には、ビョン先生の説教は、衝撃そのものだということを知るよ
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うになります。この内容は、偉大な二人の宗教改革者、ルターとカルピンに少しも隙を与えないも



のです。韓国教会、いや、世界教会は、ルターとカルピンに多くの借りがあります。その功労（？）



で、二人の改革者は、教会で不当なくらいの多くの領域を占領していると言えます。ルターの「信仰



だけで」や、カルピンの「予定論」と「聖徒の堅忍」の教理が教会の中に多くの祝福を与えてくれま



したが、もう一方では、否定的な影響を及ぼしているということも否定できない事実です。



ビョン先生のこの「救いに至る知恵」は、カルピンを過ぎて、ルターを通り越して、イエス・キリ



ストの教えに達しています。ルターとカルピンが構築した神学のメガネを投げ捨てて、神様が下さ



ったそのままの目で聖書を見、

「これが果たしてそうなのか？」という心境で聖霊様の助けを求める



彼らに、ビョン先生のこの説教が、主の口から出る教えをそのまま伝えていることに気付くでしょ



う。それだけではなく、この説教が持っているメッセージは、だんだん光を失っていく現代教会の



目を覚まし、全世界を照らす光になるでしょう。韓国教会が、ビョン先生のこのメッセージを、喜

びを持って受け入れることができるように祈ります。



天安新富洞教会　姜錦成（カン・クンソン）牧師
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